
 

【近世村方部会】 

今年度発刊予定。目次が決まり，江戸期

の村方の姿がわかる史料を紹介します。 

＜目次＞ 

第１章 支配と祖税 

第２章 村況と人々の生活 

第３章 産業の発展 

第４章 幕末維新期の小松市域 

第５章 図表編 

付録(DVD) 

 民家検勞図・村鑑(ﾑﾗｶｶﾞﾐ)帳 

金平鉱山絵巻・村絵図 

三州測量図・現存村御印 

【産業部会】 

下大杉の旧家の調査で，農業関係の資料の中

に，「嘉永元年御田地割鬮替帳写」が見つかり

ました。この文書から，田畑によって収穫量に

差が生じても，年貢は村一率であり，きびしい

取り立てが行われていたことがわかりました。

また田地割は，田畑を約 20 年に一度交換し，

その割当はくじ引きによって 

決めていたところが，当時と 

しては面白いやり方です。 

こうした当地方ならではの 

産業経営の特色を掴みながら 

資料収集に務めています。 

【建築部会】 

昨年度に引き続き，市内一円の戦前までの古民家，町家，

寺社，庭園の調査及び実測を行っています。 

昨年度でほぼ山間部の古民家調査を終え，その結果，田の

字型の間取りを基本としながらも，上麦口の民家では，オエ

(チャノマ)が玄関の正面になく，脇に別棟で，独立してつく

られていました。農業が主でなくなり，作業する土間が必要

でなくなり，オエがふた間に分けられている傾向です。 

この他，寺院は彫刻などから建築年代を調査。庭園は代が

替わりかつての様式が見られず古庭園が数少ない状況です。 

☆市史講座のご案内☆ 

「小松城の利常と十村たち－能美郡改作法の実際を探る－」 

講師：木越 隆三氏（石川県金沢城調査研究所長／小松市史専門委員） 

日時：平成 27年８月２日(日) 午後２時～  会場：小松市公会堂４階 大会議室 

上麦口町の古民家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

 

 

 

 

第 1９５号 

平成 27 年 6 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

もうすでに，30度以上の真夏日を記録し，早くも厳しい暑さが到来しそうな気配です。 

さて，全国植樹祭が大成功のもとに終わりました。市史事務局でも，植樹祭の歴史などに

ふれてＰＲしてきましたが，当日は，市民の皆様のおもてなしマナーが大変良く，天皇皇后

両陛下よりお褒めのお言葉を賜ったとのことです。この市民力を今後も生かしたいですね。 

部 会 報 告 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

  １     ２     ３     ４ ５ ６ 

７ ８ ９ 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30     

 
は小松市史編纂事務局 (図書館 2 階) が閉室しています。 

＜６月のカレンダー＞ 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

市史編纂担当（小松市教育委員会生涯学習課） 

・住所 〒923-8650 小松市小馬出町 91 

・TEL  0761(24)8274 ・FAX 0761(23)3563 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

＜事務局６月の活動予定＞ 

・ ６月 5･12･19･26日(金) 町屋調査 

・ ６月 ７日(日) 山間部古民家調査 

・ ６月 19日(金) 近世村方部会 

・ ６月 26日(金) 編さん･編集委員会 

＜事務局５月の活動状況＞ 

・ ５月 22･27日  町家調査 

・ ５月 28日(木) 産業部会 

・ ５月 29日(金) 山間部古民家調査 

・ ５月 29日(金) 教育部会 

美術工芸編見どころ 

 『美術工芸編』も間もなく販売されますが，発刊までの間，

見どころを紹介しながら，内容を深めていきましょう。 

近年，地元で活躍する日本画家が少なくなりましたが，戦前

までは生活の至る所に日本画が取り入られ，その作家も数多く

いました。特に，小松の町中は風流人が作家を呼び寄せて逗留

させ，宿代代わりに作品を置いていったものでした。 

美術学校が出来るまでは，著名な師に付いて学び，その流派

によって画風が違いました。ここに 2枚の作品をあげましたが，

右は，今回の市史で初お目見えの越塚友邦の作品です。師匠は

橋本雅邦で，狩野派の流れをくみ，洋画の遠近法の取り入れて

います。左は，大文字町の料亭によく逗留した山田介堂の作品

で，田能村竹田の養嗣子直入に学び，富岡鉄斎を私淑し，南画

の流れをくむ，力強い作品が特徴です。 

どちらも山が奥に，手前に樹木を配し，そのスタイルは同じ

ですが，友邦は濃淡によって奥を淡く，手前を鮮明にくっきり

と描くことで遠近感を醸し出しています。 

こうして作品を見比べるのも鑑賞の楽しみ方のひとつです。 

 

越塚友邦画 山水図 山田介堂画 
青緑山水竹水余清之図 
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